保育および初等教育における幼小接続を目指した〈鑑賞〉についての一考察―保育における〈鑑賞〉の在り方を視点として― by 長谷川 恭子










A Study on <Appreciation> of Music aimed at Connects Between Kindergarten and 
Elementary Schools 

















Abstract：In this research, from the viewpoint of infant connection, we will examine what kind 
of activity should be < Appreciation>. In Japan, guidance is being aimed at giving an 
association between <Appreciation> and <Expression> in the guidelines for teaching and 
kindergarten education. I think that this is the content that incorporates expressive activities 
such as singing into activities that have become the subject of listening rather if anything. 
However, as a viewpoint to capture appreciation as a more active music activity, I came to 






























２ .  保育・初等教育における〈鑑賞〉の意義  
 
２ -１．〈鑑賞〉の観点  






日本語の「鑑賞する」にあたる英語として、 appreciation が挙げられる。 appreci -  
ation は、鑑賞の他に、評価、認識、鑑賞力などの意味を持つ。また、音楽大事典では、
ドイツ語の ästhetischer Genuß が示されている。直訳すれば「美的なものを味わう」とい
うことになるであろうが、ここに「よさを味わう」ことの所以が現れていると考える。こ
のことから、音楽の〈よさ〉とは、〈音楽の美しさ〉と言い換えられることができる。  
 昭和 22 年の『学習指導要領音楽編（試案）』には、音楽教育の目標に「一  音楽美の理
解・感得を行い、これによって高い美的情操と豊かな人間性とを養う」「六  音楽における
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一方、高萩（ 2003）は、昭和 22 年の学習指導要領では、アメリカのコース・オブ・ス
タデ ィ にお け る小 学 校音 楽 科で 挙 げら れ てい た 5 つ の学 習 領 域（ Singing、 Playing、
Cre-ative、Expression、Listening）のうち、「鑑賞」領域として Listening を設定したと
説明している（ p.175）。これをふまえて高萩は、「当時の音楽教育の研究所や現場小学校


















２ -２．小学校学習指導要領における〈鑑賞〉の変遷  
 小学校学習指導要領音楽編（以下、学習指導要領）では、鑑賞の取り扱いに少しずつ変
化がみられる。表 1（資料）は、学習指導要領における鑑賞の扱いの変遷をまとめたもの
である。S22 および S26 では、音楽を芸術として鑑賞するための事項がまとめられており、
美的感受を目指していた様子が色濃く現れている。 S33 になると、 2 学年ごとの系統立っ
た段階性がみられる。身体反応など、表現との関わりが示されているが、「楽しく静かに」
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標になっている。第 1 学年から第 5 学年までは、段階を踏んで鑑賞の能力育成を目指して
いるが、第 5 学年と第 6 学年は同じ記述である。S52 から H10 では鑑賞と表現が音楽活動

















２ -３．幼稚園教育要領における〈鑑賞〉の変遷  
 一方、保育では（表 2：資料）、戦後初めて文部省が「手引書的性格の試案」として刊行
した S23『保育要領』において「六  幼児の保育内容―楽しい幼児の経験―」の 12 項目



































感応するから、その方からはじめた方がよい」（ p.17）と述べている。  
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７．… ※前学年11  ８．… ※前学年12
4 １．音楽を聞くことの喜びと、よい音楽の鑑賞力とをいっそう伸ばし、趣味を高める。





８．… ※前学年7  ９．… ※前学年8







6 １．…  ２．…  ３．…  ４．…
５．器楽曲の知識と理解をさらに伸ばす。
６．声の種類と特徴に対する知識を増す。






























6 (1)…   (2)…
1 (1)音楽の美しさを感じ取らせるとともに、音楽についての興味や関心をもたせる。
(2)リズムの聴取や表現に重点を置いて、表現及び鑑賞の能力を養う。
2 (1)…  (2)…
3 (1)音楽の美しさを感じ取らせるとともに、音楽活動をしようとする意欲を育てる。
(2)旋律の聴取や表現に重点を置いて、表現及び鑑賞の能力を養う。
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1・2 (1)楽しい音楽活動を通して、音楽に対する興味・関心をもち、音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるものに
する態度と習慣を育てる。
(2)リズムに重点を置いた活動を通して、基礎的な表現の能力を育て、音楽表現の楽しさに気付くようにする。
(3)音楽の楽しさを感じ取って聴き、様々な音楽に親しむようにする。
3・4 (1)進んで音楽にかかわり、音楽活動への意欲を高め、音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるものにする態度
と習慣を育てる。
(2)旋律に重点を置いた活動を通して、基礎的な表現の能力を伸ばし、音楽表現の楽しさを感じ取るようにする。
(3)…
5・6 (1)創造的に音楽にかかわり、音楽活動への意欲を高め、音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるものにする態
度と習慣を育てる。
(2)音の重なりや和声の響きに重点を置いた活動を通して、基礎的な表現の能力を高め、音楽表現の喜びを味わうよ
うにする。
(3)…1・2 (1)楽しく音楽にかかわり、音楽に対する興味・関心をもち、音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるものにす
る態度と習慣を育てる
(2)基礎的な表現の能力を育て、音楽表現の楽しさに気付くようにする。
(3)様々な音楽に親しむようにし、基礎的な鑑賞の能力を育て、音楽を味わって聴くようにする。
3・4 (1)進んで音楽にかかわり、音楽活動への意欲を高め、音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるものにする態度
と習慣を育てる。
(2)基礎的な表現の能力を伸ばし、音楽表現の楽しさを感じ取るようにする。
(3)…
5・6 (1)創造的に音楽にかかわり、音楽活動への意欲を高め、音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるものにする態
度と習慣を育てる。
(2)基礎的な表現の能力を高め、音楽表現の喜びを味わうようにする。
(3)様々な音楽に親しむようにし、基礎的な鑑賞の能力を高め、音楽を味わって聴くようにする。
1・2 (1)曲想と音楽の構造などとの関わりについて気付くとともに、音楽表現を楽しむために必要な歌唱、器楽、音楽づ
くりの技能を身に付けるようにする。
(2)音楽表現を考えて表現に対する思いをもつことや、曲や演奏の楽しさを見いだしながら音楽を味わって聴くこと
ができるようにする。
(3)楽しく音楽に関わり、協働して音楽活動をする楽しさを感じながら、身の回りの様々な音楽に親しむとともに、
音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるものにしようとする態度を養う。
3・4 (1)曲想と音楽の構造などとの関わりについて気付くとともに、表したい音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、
音楽づくりの技能を身に付けるようにする。
(2)音楽表現を考えて表現に対する思いや意図をもつことや、曲や演奏のよさなどを見いだしながら音楽を味わって
聴くことができるようにする。
(3)進んで音楽に関わり、協働して音楽活動をする楽しさを感じながら、様々な音楽に親しむとともに、音楽経験を
生かして生活を明るく潤いのあるものにしようとする態度を養う。
5・6 (1)曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、表したい音楽表現をするために必要な歌唱、器
楽、音楽づくりの技能を身に付けるようにする。
(2)…
(3)主体的に音楽に関わり、協働して音楽活動をする楽しさを味わいながら、様々な音楽に親しむとともに、音楽経
験を生かして生活を明るく潤いのあるものにしようとする態度を養う。
表現及び鑑賞の活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、
生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能力を次のとお
り育成することを目指す。
(1) 曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するととも
に、表したい音楽表現をするために必要な技能を身に付けるよう
にする。
(2) 音楽表現を工夫することや、音楽を味わって聴くことができ
るようにする。
(3) 音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する
心情と音楽に対する感性を育むとともに、音楽に親しむ態度を養
い、豊かな情操を培う。
H29
※前学年と文言が同じ場合は、「…」で示した。
表現及び鑑賞の活動を通して、音楽を愛好する心情と音楽に対す
る感性を育てるとともに、音楽活動の基礎的な能力を培い、豊か
な情操を養う。
H10
表現及び鑑賞の活動を通して、音楽を愛好する心情と音楽に対す
る感性を育てるとともに、音楽活動の基礎的な能力を培い、豊か
な情操を養う。
H20
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